
令和７年度 足立区地域保健福祉推進協議会 

第３回「介護保険・障がい福祉専門部会」    令和８年２月２日 

件  名 地域包括支援センター扇の受託法人の変更について 

所管部課 福祉部 高齢者施策推進室 高齢者地域包括ケア推進課 

内  容 

足立区地域包括支援センター事業業務委託については、令和７年度より年３カ所

ずつ公募型プロポーザルを実施している。 

「地域包括支援センター（以下「ホウカツ」という）扇」については、プロポー

ザルの結果により、令和８年度から受託法人が変更となるため、報告する。 

また、同時に実施した「ホウカツ東和」、「ホウカツはなはた」については、受

託法人の変更はなかった。 

【公募型プロポーザル方式】 

 公募により企画・技術等の提案を求め、その企画力、技術力等を総合的に判断し

た上で、最も優れた候補者を選ぶ方式。 

選定するにあたり、学識経験者や区職員等で組織する区長の附属機関である選定

委員会を設置し、受注者を決定する。 

１ 施設概要 

（１）法人名：社会福祉法人 白寿会 

（理事長 川名 美枝子） 

（２）施設名：地域包括支援センター扇 

（３）場 所：興野二丁目２２番２７号 

  

２ 業務名 

  地域包括支援センター扇の事業業務委託 

３ 担当地域 

  扇、興野、本木北町、本木西町、本木南町、本木東町 

４ 現在の受託者 

  社会福祉法人 聖風会 

５ 契約期間 

令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで 

※ 履行状況が良好な場合に限り、最長５回まで（令和 14 年 3 月 31 日まで）

契約を更新することができる。 

６ 今後の方針 

（１）受託法人の変更について、あだち広報、ホームページによる情報発信や、担

当地域内の町会・自治会への丁寧な説明に加え、回覧板、掲示板の活用等によ

り、区民への周知徹底を図ることで、支障が出ないように移行を進めていく。 

（２）令和７年度から区内２５カ所あるホウカツの内、年３カ所ずつ選定を始めて

おり、令和１５年度には、全ホウカツがプロポーザル方式で選定された事業者

になる予定である。 

資料 ２ 



令和７年度 足立区地域保健福祉推進協議会 

第３回「介護保険・障がい福祉専門部会」    令和８年２月２日 

件  名 令和７年度「第４４回足立区障がい者週間記念事業」の実施結果について 

所管部課 福祉部 障がい福祉センター 

内  容 

障がい者・児の自立と社会参加の意欲向上、区民の理解向上と啓発を目的

として、「障害者基本法」で定める障害者週間（１２月３日～９日）にあわ

せて実施した障がい者週間記念事業（ＡＤＡＣＨＩ障がい者アート展）につ

いて、結果を報告する。 

 

１ 実施日時・場所等 

（１）庁舎ホール   令和７年１１月２９日（土） 

内  容 概  要 時 間 

式典及び障がい理

解普及・啓発企画 

実行委員長、副区長、 

議長、来賓等挨拶、 

eスポーツ関係者によ

る体験談等 

午前１０時００分～

午前１１時１５分 

ふれあい発表会 
障がい者団体による

ダンス等の発表 

午前１１時３０分～ 

午後１時３０分 

（２）区役所１階アトリウム 

内  容 期  間 時  間 

作 品 展※１ 

１１月２８日（金）

～ 

１２月４日（木） 

午前９時～午後５時 

お楽しみコーナー 

（体験※２） 
１１月２９日（土） 午前１１時～午後２時 

お楽しみコーナー 

（販売） 

１１月２９日（土）

～１２月４日（木） 

(１１月３０日(日)を除く) 

午前１０時～午後５時 

  ※１ １１月２９日（土）、１１月３０日（日）も実施した 

  ※２ １１月２９日の体験コーナーは式典終了後１１時から開始した 

２ 実施結果 

（１）庁舎ホール 

  ア 障がい理解普及・啓発企画 

    株式会社 eＰＡＲＡ代表取締役加藤氏、ブラインド e スポーツスペ

シャリスト北村氏とのトークイベント 

  （ア）概要 

    「本気で遊べば、明日は変わる」を掲げ、障がい者と e スポーツ

の現在と未来を語る。 

  （イ）来場者数  １００人 
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  イ ふれあい発表会  来場者数１５０人 

    障がい者団体５団体による和太鼓、楽器演奏、ダンス等 

（２）作品展 

   障がいのある方が制作した絵画や陶芸等の作品を展示した。 

年度 来場者数 作品出品者 作品数 

令和２、３年度 （コロナ禍のため実施せず） 

令 和 ４ 年 度 ２，５８０人 ４５団体、個人２名 ４３４点 

令 和 ５ 年 度 ４，０３６人 ３７団体、個人２名 ４１８点 

令 和 ６ 年 度 ４，２０８人 ３６団体、個人２名 ３４６点 

令 和 ７ 年 度 ３，９９５人 ３７団体、個人２名 ５０７点 

（３）お楽しみコーナー（販売・体験） 

   障がいのある方の自主製品の販売や、障がい者団体・区内事業者等に

よる展示・体験コーナーを日替わりで実施した。 

  ア 販売コーナー 

  （ア）出店数 ： １０団体（令和６年度：１０団体） 

  （イ）販売物 ： パウンドケーキ、クッキー、手芸品、鉢花等 

  イ 展示・体験コーナー 

  （ア）内 容 ： ５団体（令和６年度：５団体）による手話体験、 

        マッサージ体験等 

３ 主な意見・感想 

（１）参加団体 

  ア 販売で４日間完売となりました。美味しいとリピートしてくれた方

もいて、作った利用者さんがとても喜んで達成感を感じています。障

がいのある方の作品の発表の場をもっと設けてほしいです。 

  イ 中学校の支援学級等の参加団体の出展が少なくなっているのがさび

しいです。 

（２）来場者（アンケート７０５件から） 

  ア e スポーツの講演、大変興味深かったです。新しい世界を知れて、

とても良かった。 

  イ お母さんが働いている施設の人が一生懸命に演奏していたので、ふ

れあい発表会が良かった。 

  ウ 全部の発表が素晴らしかった。毎年楽しみにしています。 

  エ 充実した福祉サービスを提供、企画、運営されている「足立区」に

住んでいて本当に良かったと考えています。 

  オ 奥の作品コーナーに気が付きにくい方がいた。奥にも作品展示があ

ることを分かりやすく表示した方が良い。 

  カ 「障がいに関するマーク」知ることができて良かったです。周知を

広めることが大切だと感じた。 

  キ 製作工程のなどの動画が見られるとよいなと思いました。 

 



令和７年度 足立区地域保健福祉推進協議会 

第３回「介護保険・障がい福祉専門部会」    令和８年２月２日 

件  名 足立区における高齢者の孤立死の現状について 

所管部課 地域のちから推進部絆づくり担当部長付絆づくり担当課 

内  容 

東京都監察医務院から令和６年の高齢者孤立死データの提供を受け、「足立区の

高齢者孤立死データ分析結果」（資料４－１）をまとめたので報告する。 

※ 当分析では「高齢者孤立死」を「足立区内の６５歳以上の単身者の自宅での不 

自然死（死因不明の急性死や事故死など）」と定義し、自宅で看取られ医師が検 

死したものは含まない。 

なお、主な内容は次のとおり。 

 

１ 本分析結果の特徴 

（１）令和６年の高齢者孤立死者数は集計開始以降最多の昨年より減少したが、２

番目に多い【２（１）参照】。 

（２）男性は、女性に比べて、高齢者孤立死が多く、また発見されにくい傾向であ

る【４（１）、（２）参照】。 

（３）男女ともに「家族親族」及びケアマネジャーやヘルパーなどの「保健福祉関

係者」の発見割合が高い【４（３）参照】。 

２ 年月別の集計と分析 

（１）暦年別の高齢者孤立死者数は微増傾向（資料４－１ Ｐ４）。 
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（２） 高齢者孤立死者数は１月が３８６人と最も多く、次いで８月の３４８人とな

っている（資料４－１ Ｐ５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 時期別の集計と分析 

（１）夏季と冬季に高齢者孤立死者数が増加する傾向は変わらず、前者は１日の最 

高気温に、後者は１日の寒暖差に関連している（資料４－１ Ｐ６、Ｐ８）。 

（２）特別区内全域では、エアコンが使用できる状況であった屋内での熱中症死亡

者のうち約８６％が使用しておらず、使用率を向上させる取り組みが必要であ

る（資料４－１ Ｐ７）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 性別等による集計と分析 

（１） 高齢者孤立死者数は女性に比べ男性の方が２．２倍高い（資料４－１  

Ｐ１０）。 

 男性  女性 

高齢者孤立死者数 ２，３０４人  １，０４０人 

 

 

 

 

 

 

エアコン設置ありのうち未使用による熱中症死亡者（屋内） 

 

２．２倍 

 



 

（２） 死後７日以内に発見される割合は、概ね男性が６割、女性が８割である 

（資料４－１ Ｐ１１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「保健福祉関係者」の発見割合は男性が女性より約３ポイント大きいが、「家 

族親族」の発見割合は女性が男性より約１８ポイント大きく、男性の方が「家 

族親族」から発見されにくい（資料４－１ Ｐ１２）。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

女性 

死後３日以内の発見者 

 

男性 

死後３日以内の発見者 

 



 

（４）死亡時の平均年齢を比較すると、男女いずれも高齢者孤立死の方が約６歳早

く亡くなっている（資料４－１ Ｐ１３）。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 今後の方針（資料４－１ Ｐ１４～１５） 

（１）夏季・冬季に高齢者孤立死が増加するため、原因とみられる熱中症・ヒート

ショックを予防するための注意喚起を以下のとおり実施する。 

 また、以下の庁内所管課へ情報共有し、利用を促進する。 

 

 

 

 

時季 注意喚起方法 配付先等 

夏季 

熱中症啓発用うちわ 
エアコン使用を強く訴えるメッセージを記載 

高齢者が集まる施設等で広く配布 

温湿度計 
地域包括支援センターによる戸別訪問時に配

付 

冬季 
ヒートショック 

注意喚起啓発タオル 

実態調査時やわがまちの孤立ゼロプロジェク

トを実施する町会・自治会による戸別配付 

時季 連携課 事業名 

夏季 
環境政策課 気候変動適応対策エアコン購入費補助金 

衛生管理課 涼み処マップの作成・熱中症の注意喚起等 

冬季 建築防災課 浴室暖房設置工事費助成 



（２）女性に比べて男性の高齢者孤立死が多く、発見までの日数がかかっているた

め、男性の孤立対策を進める。男性への効果的な周知のために運送業者・警備

会社等男性が多く働く事業者等へ直接出向く。事業者の朝礼等の時間を利用し

て分析結果を示し、地域活動への参加等今からできる孤立対策について啓発を

行う。 

（３）本分析結果を庁内各課や地域包括支援センター、町会・自治会、絆のあんし

ん協力員・協力機関等に報告し、課題を共有していく。 

 

 



足立区の高齢者孤立死
データ分析結果

1

【データ出典】
① 東京都監察医務院提供データ（平成２８年～令和６年） （全ページ）

② 気象庁「過去の気象データ検索」 （P６、８）

③ 東京都監察医務院「令和２～６年夏の熱中症死亡者数の状況【東京都23区（確定値）】 （P７）

資料４－１
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■■■ 目次 ■■■
１ 本分析について （Ｐ ３）

２ 年月別の集計

（１）暦年別高齢者孤立死者数 （Ｐ ４）

（２）月別高齢者孤立死者数 （Ｐ ５）

３ 時期別の集計

（１）夏季（７・８月）の高齢者孤立死者数（最高気温別） （Ｐ ６）

（２）熱中症死亡者（屋内）のエアコン設置有無及び使用状況 （Ｐ ７）

（３）冬季（１・２・１２月）の高齢者孤立死者数（気温差別） （Ｐ ８）

（４）死亡直前の状況別高齢者孤立死者数（H28～R6） （Ｐ ９）

４ 性別・年代別の集計

（１）性別による傾向（割合及び死後経過日数の比較） （Ｐ１０）

（２）性別による傾向（死後経過日数の比較） （Ｐ１１）

（３）性別による傾向（死後経過日数と発見者の比較） （Ｐ１２）

（４）高齢者全体と高齢者孤立死の死亡年齢の比較 （Ｐ１３）

５ 集計・分析結果

（１）「１ 死亡時期別の集計」の集計・分析結果 （Ｐ１４）

（２）「２ 性別・年代別の集計」の集計・分析結果 （Ｐ１５）

（３）集計・分析結果に基づく今後の対応方針① （Ｐ１６）

（３）集計・分析結果に基づく今後の対応方針② （Ｐ１７）



１本分析について
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本分析について
東京都２３区内で発生したすべての不自然死（死因不明の急性死や事故死など）について、死体の検案

及び解剖を行い、その死因を明らかにしている東京都監察医務院より、足立区内のデータの提供を受け、
独自に分析を実施しています。

検案対象
１ 病死及び自然死の一部
（１）医師の診療を受けずに死亡した場合
（２）医師の診療を受けたが死因不明のまま死亡した場合
（３）医師の診療中の病気と違った他の原因で死亡した場合
（４）発病又は死亡時の状況に異状がある場合
２ すべての外因死とその後遺症による死亡

不慮の外因死(交通事故死、転落死、溺死、焼死など)、自殺、他殺
３ 不詳の外因死か不明のもの

「不自然死」とは「死因不明の急性死や事故死など」であり、
当分析では「足立区内の６５歳以上の単身者の自宅での

不自然死」を 「高齢者孤立死」と定義します。



２ 年月別の集計

（１） 暦年別高齢者孤立死者数

4

※孤立死者数の集計は暦年

１ 単身世帯数の増加に
伴い、高齢者孤立死者
数も毎年増加する傾向
が見られる。

２ コロナ禍の時に減少
した高齢者孤立死者数
はその後約１．４５倍
の増加に転じている。

※数字で見る足立より引用
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年度 一人世帯数

H28 51,583

H29 53,564

H30 55,268

R1 56,858

R2 58,285

R3 59,636

R4 60,733

R5 61,522

R6 62,676



２ 年月別の集計

（２） 月別高齢者孤立死者数

5

１ 令和６年の高齢者孤立死者
数は、分析開始以降最多の
昨年に次いで高い数値となっ
た。

２ 夏季（７月、８月）、冬季
（１月、２月、１２月）に増
加する傾向は変わりない。
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最高気温別の平均高齢者孤立死者数／日
（H28～R6累計）

３ 時期別の集計

（１） 夏季（７・８月）の高齢者孤立死者数（最高気温別）

(最高気温)

猛暑日になると、高齢者孤立死リスクが２．２倍に高まる。

（人）

猛暑日の記録日数と
夏季（７・８月）高齢者孤立死者数

猛暑日が１０日以上記録された年は、
高齢者孤立死者数が増加している。

最高気温３５℃以上の日は平均２.２人
最高気温３５℃未満の日は平均１.０人

３５℃未満の日と比較して
高齢者孤立死リスクは２.２倍

（人） （日数）
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孤立死者数（夏季） 猛暑日記録日数

※猛暑日とは最高気温が３５℃以上の日である。
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３ 時期別の集計

（２） 熱中症死亡者（屋内）のエアコン設置及び使用状況
特別区内全域（世帯構成・年齢不問） （ｎ＝令和２～６年の６～９月累計）

エアコンを設置していた熱中症死亡者６７０人のうち、
８５．６％が使用していなかった。

設置の有無 n=970人 設置ありのうち未使用の割合

設置あり

670 人

69.1％

設置なし

242 人

24.9％

不明

58 人

6.0％

88.7%

89.5%

87.8%

88.2%

85.6%

85.0%

85.5%

86.0%

86.5%

87.0%

87.5%

88.0%

88.5%

89.0%

89.5%

90.0%

R2 R3 R4 R5 R6



1.5人

1.2人1.2人

1.4人

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

12℃～9～11.9℃6～8.9℃～5.9℃

8

（人）

３ 時期別の集計

（３） 冬季（１・２・１２月）の高齢者孤立死者数（気温差別）

気温差別の平均高齢者孤立死者数／日（H28～R6の累計）

(気温差)

気温差１２℃未満の日は平均１.３人
気温差１２℃以上の日は平均１.５人

気温差１２℃未満と比較して
高齢者孤立死リスクは１.１５倍

※気温差とは１日の最高気温と最低気温の差である。



74人

67人

59人

47人

57人

47人

55人

74人

56人

35人

48人

83人

56人

50人
56人

33人

24人 25人

14人 15人
17人
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58人
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就寝中 入浴中 休憩・休息中 家事・身支度中 排便中

9

３ 時期別の集計

（４） 死亡直前の状況別高齢者孤立死者数（H28～R6の累計）

（人）

「就寝中」の人数は一年を通して多く、夏季（8月）と冬季（1、12月）は特に増加している。
「入浴中」は冬季を中心に（１～３、１２月）に増加している。

※ 状況別高齢者孤立死者数上位５種を集計（その他、不詳を除く）

①

①

②

②

③

③

④

④

⑤

⑤

死亡直前の状況別（全体）
死亡直前の状況別（月別）

状況別 孤立死者数 割合

就寝中 702 21.0%

入浴中 415 12.4%

休憩・休息中 238 7.1%

家事・身支度中 235 7.0%

排便中 185 5.5%

飲食中 33 1.0%

寝たきり 11 0.3%

その他 451 13.5%

不詳 1,074 32.2%

合計 3,344 100.0%



14.3日

5日

8.6日

2日

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

10

４ 性別・年代別の集計

（１） 性別による傾向（割合及び死後経過日数の比較）
性別ごとの死後経過日数（H28～R6の累計）

（日）

男性の方が発見まで期間を要している。
また、３０日以上経過は約８３％が男性であった。

【平均値】男性１４.３日 女性 ８.６日 男性は女性の１.７倍
【中央値】男性 ５.０日 女性 ２.０日 男性は女性の２.５倍
【最大値】男性 ８１１日 女性３５１日 男性は女性の２.３倍

平均値

平均値

中央値

中央値

高齢者孤立死の件数は女性に比べ男性が、2.2倍高い。

性別ごとの高齢者孤立死の件数
（H28～R6の累計）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

男性 女性 男性 女性（人）
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４ 性別・年代別の集計

（２） 性別による傾向（死後経過日数の比較）

発見までの死後経過日数の推移（男女別暦年推移）

死後３日以内に発見される割合は、概ね男性が４割、女性が６割となっている。
死後７日以内に発見される割合は、概ね男性が６割、女性が８割となっている。

46.9%
45.0%

39.3%
41.3%

43.4% 44.3%

38.8%
40.4% 40.9%

64.4%

69.6%

61.7%

68.2% 67.3%

57.4%

69.7%

63.0% 61.9%

66.7%

65.4%
62.4%

64.0% 63.5%
60.0% 59.5%

57.4%
61.0%

84.4% 84.8%

77.6%

88.8%
80.9% 79.2% 80.7%

77.3%
75.5%

93.8%
90.6% 90.8% 91.7%

86.9% 87.0%
89.0%

87.2%
90.6%

98.9% 97.5% 97.2% 96.3%
92.7% 93.1% 93.1%

95.5%
93.2%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

90.0%

100.0%

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

男性３日以内 女性３日以内 男性７日以内 女性７日以内 男性30日以内 女性30日以内
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４ 性別・年代別の集計

（３） 性別による傾向（死後経過日数と発見者の比較）
死後７日以内に発見された時の

発見者の割合

44.8%

10.5%

10.3%

23.5%

3.7%

4.7%
2.5%

家族親族

隣人

知人

保健福祉関係者

配達人

管理人

その他

27.4%

13.2%

18.5%

23.6%

6.5%

7.1%
3.7%【男性】

【女性】

29.6%

9.4%

18.9%

28.4%

5.3%

4.5% 3.9%

48.0%

7.6%
8.6%

24.8%

3.7%
4.5% 2.8%

死後３日以内に発見された時の
発見者の割合

【男性】

【女性】

男性・女性ともに家族親族及びケアマネジャーやヘルパーなどの保健福祉関係者の発見割合が
高い。また、家族親族の発見割合は、男性の方が低い。



75.4
74.8 75.0 75.1 75.0

75.7

76.5
76.0

76.6

79.2 79.2 80.4
80.1

80.4

80.7 80.2

81.3

82.5

80.8
81.5 81.6

82.4
83.1

83.5

82.1

85.4 85.7
86.0

86.5 86.8 87.1

86.3

74.0

76.0

78.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6

男性（孤立死） 女性（孤立死） 男性（全 体） 女性（全 体）

４ 性別・年齢別の集計

（４） 高齢者全体と高齢者孤立死の平均死亡年齢の比較

13

高齢者全体と平均死亡年齢を比較すると、孤立
死した方は男性で６．４歳、女性で５．５歳早く亡
くなっている。

（年齢）

種別 孤立死 全 体

性別 男性 女性 男性 女性

H30～R6の平均 ７５．７歳 ８０．８歳 ８２．１歳 ８６．３歳



集計結果 分析

１
時期別

ア 令和6年の高齢者孤立死者数
分析開始以降最多だった昨年より減少した。
ただし、分析開始以降２番目に多い高齢者孤立

死者数である。

ア 令和６年の記録的な暑さ
（ア）全国的に気温が高い状態が続いており、夏・秋の

２季連続で季節平均気温が１位の高温となっており、
７～８・１１月は例年に比べて孤立死者数も増加し
た。

（イ）さらに東京の猛暑日は２０日、真夏日は８３日で、
いずれも観測史上最多であった令和５年の猛暑日２
２日と真夏日９０日より減少したが、７～８月の熱
中症死亡者数自体は増加した。

イ 夏季及び冬季の高齢者孤立死者数
夏季は最高気温が３５℃（猛暑日）を上回ると、

２.２倍になった。
冬季は最高気温と最低気温の気温差が１２℃を

上回ると、１.１５倍になった。

イ 夏季・冬季の孤立死の傾向について
孤立死者数には、夏季は最高気温、冬季は１日の気

温差と関連性があることを確認した。この傾向は、令
和元年度に分析を始めたときから同様である。

ウ 状況別の高齢者孤立死について
他の月と比較すると、就寝中は１、８、１２月

に、入浴中は１～３月と１２月に高齢者孤立死が
増加している。

令和６年の熱中症死亡者のうち、８５．６％が
エアコンを設置しているのに使用されていなかっ
た。

また、エアコンを設置しているが未使用であっ
た割合は昨年度に比べて微減した。

ウ 状況別の孤立死の増加について
（ア）令和６年度の屋内の熱中症で死亡した方のエアコ

ンの使用割合は昨年に比べて約３ポイント増加した
が、いまだに１０％台と低レベルである。今後も創
意工夫を重ね、高齢者にエアコンの使用を促してい
く必要がある。

（イ）冬季に増加する入浴中の孤立死については、ヒー
トショック対策が必要である。
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５ 集計・分析結果

（１） 「２ 年月別の集計」「３ 時期別の集計」の集計・分析結果

P６、８

Ｐ４、５

Ｐ７、９



集計結果 分析

２
性別・
年代別

ア 高齢者孤立死者数と経過日数の比較
男性の方が高齢者孤立死者数が多い傾向は変わ

らない。
また、死後３日以内に発見される方は男性が約

４割、女性が約６割となっている。

ア 男性の孤立死・経過日数について
（ア）孤立死者数及び発見までに要した平均経過日数は、

女性に比べ男性が大幅に上回っていた。過去の集計
結果と比較しても同じ傾向にある。

（イ）コロナ禍以降、死後７日以内に発見される割合が
低迷している理由としては、コロナ禍で疎遠となっ
た人間関係が完全には戻っていないことが考えられ
る。

イ 発見者の比較
男性、女性ともに家族親族・保健福祉関係者の

発見者割合が高い。

イ 発見者の割合の推移について
（ア）男性、女性ともに家族親族・保健福祉関係者の発

見者割合が高いが、死後３日以内に比べて死後７日
以内の家族親族・保健福祉関係者の発見者割合は低
下し、一方隣人・管理人の発見者割合が増加してい
る。

（イ）性別を見ると、死後３日以内に比べた死後７日以
内の発見者割合は、男性が配達人、女性が知人につ
いて増加している。

（ウ）配達人の発見者割合が増加しているのは、絆のあ
んしん協力機関へ登録した配達業者による見守り活
動の一定の成果と考える。

ウ 高齢者全体との比較
高齢者全体と比較すると、孤立死した方は、男

性で６.５歳、女性で５.９歳早く亡くなっていた。

ウ 孤立死の早逝要因について
単身高齢者が早く亡くなる要因として、緊急通報対

応ができないことや生活習慣の乱れ等が考えられる。
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５ 集計・分析結果

（２） 「４ 性別・年代別の集計」の集計・分析結果

Ｐ10、11

P１３

Ｐ１２



対応方針 具体的な対策

内容

Ｐ１4の分析結果からこれまで通り以下の対応の継続が重要であると再認識した。

ア 熱中症対策
（１）「１ 死亡時期別の集計」の集計・分析

結果のア、イ、ウを参照。

ア 熱中症対策
（ア）エアコン使用率が上昇しているものの高齢者孤立

死者数は微増しているため、室温を下げる効果的な
エアコンの使用について更なる啓発を進める。

（イ）令和７年度はエアコン使用を訴える強いメッセー
ジを掲載したうちわやチラシを作成し、配布。

（ウ）エアコンを使用しない理由として「冷たい風が嫌
い」「暑いと感じていない」「電気代がもったいな
い」等がある。エアコンの使用につながっていない
方には温湿度計を配付し、適切な温湿度管理等も引
き続き呼びかける。

イ ヒートショック対策
（１）「１ 死亡時期別の集計」の集計・分析

結果イ、ウを参照。

イ ヒートショック対策
（ア）令和７年度からヒートショック対策の注意喚起メ

ッセージ入りのタオルを作成した。

（イ）実態調査やわがまちの孤立ゼロプロジェクトを実
施している町会・自治会への提供を継続するととも
にヒートショック対策メッセージの工夫、配布方法
等の改善も検討する。
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５ 集計・分析結果

（３） 集計・分析結果に基づく今後の対応方針①



対応方針 具体的な対策

内容

Ｐ１5の分析結果からこれまで通り以下の対応の継続が重要であると再認識した。

ウ 男性の孤立対策
（２）「２ 性別・年代別の集計」の集計・分

析結果ア、イ、ウを参照。

ウ 男性の孤立対策
（ア）就労時期から地域との関わりを持つよう声掛けを

することにより、孤立予防の効果が期待できるとの
考えから、これまでは男性の孤立について絆のあん
しんネットワーク関係者に絆のあんしんネットワー
ク連絡会等で共有しており、継続する。

（イ）今後は運送業者・警備会社等働く男性が多い事業
者等へ直接働きかける。具体的には、絆づくり担当
課職員が事業者の朝礼等の時間を利用し分析結果を
示し啓発を行う。
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５ 集計・分析結果

（３） 集計・分析結果に基づく今後の対応方針②


